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二
〇
一
〇
年
に
導
入
さ
れ
た
査
定
昇
給
制
度
は
、

ボ
ー
ナ
ス
に
対
し
て
の
も
の
と
、
月
例
給
に
対
し
て

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
道
教
委
は
「
道
独
自
削
減
を

実
施
し
て
い
る
間
は
、
月
例
給
に
対
し
て
の
査
定
昇

給
の
運
用
は
凍
結
す
る
」
と
し
て
き
ま
し
た
。 

道
教
委
は
二
〇
一
四
年
一
月
の
賃
金
確
定
交
渉

で
、
こ
の
「
凍
結
」
を
解
除
す
る
こ
と
を
一
方
的
に

決
定
し
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
給
料
は
、
号
俸
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

こ
の
号
俸
は
、
基
本
的
に
一
月
一
日
に
四
号
俸
ず
つ

昇
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
号
俸
の

上
が
り
方
」
と
「
査
定
」
を
連
動
さ
せ
「
昇
給
」
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

つ
ま
り
、
査
定
の
成
績
に
よ
っ
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ

北海道教育委員会は、教職員集団に競争と格差を持ち込む昇給に係る成績区分による給与決定

手続き（査定昇給制度）の制度運用を２０１５年１月から実施することを明らかにしました。私

たちは、校長先生を中心とした教職員が協力・協同する民主的学校づくりを大切にしています。

こうした観点から、２００８年の制度導入時には、制度の教育的運用を求めて対話活動を行いま

した。 

私たち宗谷教職員組合は、２０１５年１月から実施される昇給に係る査定昇給制度のもとで

も、子どもたちの健やかな成長のために「民主的学校づくり」をより良く進めるため、この制度

の課題と、これからも大切にすべき視点をまとめます。 

宗谷教職員組合 
 
〒０９７－０００４ 稚内市緑２丁目４－２１ 宗谷教育会館 

Ｔｅｌ ０１６２－２２－２４８０ ＦＡＸ ０１６２－２２－２４８４ 

ｍａｉｌ info@soya-teachers.org   ｗｅｂ：http://www. soya-teachers.org 
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号
俸
の
上
が
り
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

ボ
ー
ナ
ス
の
算
出
基
礎
額
に
も
、
生
涯
賃
金
に
も
関

わ
っ
て
き
ま
す
。 

  

査
定
昇
給
に
は
財
源
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、
Ａ
・

Ｂ
区
分
に
当
た
る
見
か
け
上
「
余
計
に
払
う
部
分
」

で
す
。
道
教
委
は
こ
の
説
明
に
「
査
定
昇
給
で
増
額

す
る
給
与
部
分
（
Ａ
・
Ｂ
）
は
国
か
ら
支
給
さ
れ
る

も
の
。
道
財
政
に
は
関
係
し
な
い
。
現
在
は
国
か
ら

も
ら
わ
な
い
分
給
与
水
準
は
下
が
っ
て
い
る
」

「（
昔
々
あ
っ
た
昇
給
短
縮
を
引
き
合
い
に
）
中
堅
層

以
下
は
、
昇
給
短
縮
の
恩
恵
を
受
け
て
い
な
く
格
差

が
あ
る
。
だ
か
ら
給
与
改
善
の
た
め
に
査
定
昇
給
は

必
要
だ
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。 

 

号
俸
ア
ッ
プ
に
査
定
昇
給
が
！ 

バ
ラ
バ
ラ
攻
撃
さ
ら
に
強
ま
る 

国や道の考え方は… 
査定昇給をはじめとする昨今の教育施策に対

する国や道の考え方についてみてみましょう。 

国の施策 

２００６年に第一次安倍政権のもとで改正さ

れた、現行の教育基本法では５年に一度「教育

振興基本計画」を策定することが定められてい

ます。２０１３年の夏に２回目の策定が行われ

ました。 

その中では人事管理に教員評価を実施するこ

とや給与体系について考えが示されています。 

メリハリある給与体系 

真に頑張っている教員を支援することによ

り、教員の士気を高め、教育活動の活性化を

図るため、教員の給料や諸手当の在り方を見

直し、それぞれの職務に応じてメリハリある

教員給与体系の確立に向けて検討する。 

第二次安倍政権になってからというもの、全

国的な教職員定数が戦後初めてのマイナスにな

ったり、教科書問題、道徳の教科化等、教育条

理になじまない施策がめだちます。 

 

北海道の考え方 

私たち公務員は労働基本権が制約されていま

す。その代償として、公務員と民間とのバラン

スを図るため、国は人事院勧告を行います。そ

の結果を受けて、北海道人事委員会が北海道の

公務員の処遇について検討をします。今回、「凍

結解除」が行われる査定昇給制度についても、

２００５年の北海道人事委員会勧告を踏まえ

て、「職員個々の勤務実態等を反映した昇給及び

勤勉手当の給与決定手続き」について道教委が

仕組みを整備したというものです。 

昨年の夏、道人事委員会は「北海道の公務員

は、独自削減が行われているため、民間よりも

賃金が低い」という事実を直視せず、「概ね（公

務員と民間の差は）均衡なので賃金を改定しな

い」とするなど、労働基本権制約の代償という

本来の役割を果たしているとは言えません。 

 

評価 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

適用     相対評価 絶対基準 

 

８
号
俸
昇
給 

６
号
俸
昇
給 ２

号
俸 

昇
給 

休職・欠勤、処分
等がある場合 

「この財源は国から支給され

る。もらわないのは損」「若年

層の給与改善に」というのが道

教委の見解 
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学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
人

格
の
完
成
を
め
ざ
し
て
行
う
協
力
・
協
同
の
営
み
で

す
。
査
定
昇
給
制
度
は
、
教
職
員
集
団
と
し
て
協
同

し
て
行
う
教
育
活
動
を
、
個
人
の
実
績
・
成
果
と
し

て
評
価
す
る
も
の
で
す
。
制
度
が
運
用
さ
れ
る
と
学

校
づ
く
り
に
競
争
と
管
理
の
考
え
方
が
持
ち
込
ま

れ
、
教
育
活
動
を
変
質
さ
せ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。 

  

二
〇
〇
八
年
の
対
話
活
動
で
は
「
先
生
一
人
ひ
と

り
を
評
価
し
て
も
意
味
が
な
い
。
う
ち
の
学
校
の
先

生
方
は
チ
ー
ム
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
話
し

て
く
だ
さ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
、「
み
ん
な
で
子
ど
も
を

良
く
す
る
努
力
を
し
て
い
る
の
に
、
個
人
の
評
価
に

お
金
が
出
て
く
る
と
気
持
ち
よ
く
仕
事
で
き
な
い
」

と
い
う
教
員
の
声
が
記
録
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
声
に
あ
る
よ
う
に
、
査
定
昇
給
制
度
は
、
宗
谷

で
長
い
間
大
切
に
さ
れ
て
き
た
教
職
員
集
団
の
意
識

を
変
質
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

   

「
Ａ
査
定
」

を
得
る
た
め
の

評
価
項
目
の
例

に
「
繁
忙
度
、

緊
急
度
、
困
難

度
が
高
い
業
務

を
遂
行
し
、
特

に
高
く
評
価
で 

き
る
成
果
を
上
げ
た
場
合
」「
組
織
に
お
け
る
重
要
度

が
高
い
業
務
を
遂
行
し
、
組
織
と
し
て
の
成
果
の
向

上
に
特
に
顕
著
に
貢
献
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

評
価
項
目
は
、
個
々
の
教
職
員
の
働
き
方
に
密
接
に

関
係
す
る
も
の
で
す
。
ひ
い
て
は
、
子
ど
も
や
保
護

者
、
地
域
の
方
々
が
持
っ
て
い
る
学
校
へ
の
願
い
に

応
え
る
と
い
う
日
常
の
営
み
を
も
変
質
さ
せ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

査
定
昇
給
制
度
が
持
つ
非
教

育
性
は
、
宗
谷
の
教
育
、
民
主

的
学
校
づ
く
り
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
ま
す
。
こ
の
観
点

を
大
切
に
、
制
度
導
入
を
節
目

と
し
て
、
さ
ら
な
る
協
力
・
協

同
を
進
め
、
今
後
も
豊
か
な
教

育
活
動
を
行
う
こ
と
を
確
か
め

合
い
ま
し
ょ
う
。 

①
子
ど
も
・教
職
員
、そ
し
て
保
護
者
の
願
い
に
応
え

る
民
主
的
で
よ
り
良
い
教
育
行
政
、民
主
的
学
校

づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

②
憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
理
念
を
大
切
に

し
た
教
育
活
動
を
推
進
し
、教
育
条
理
に
基
づ
く

豊
か
な
対
話
を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

③
学
校
評
価
や
、「学
校
職
員
評
価
制
度
」の
独
自
の

評
価
シ
ス
テ
ム
な
ど
、教
育
関
係
者
、保
護
者
、地

域
の
方
々
に
よ
る
連
携
を
深
め
、相
互
に
評
価
し

あ
い
協
力
し
あ
う
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。 

④
す
べ
て
の
教
職
員
が
連
携
・協
同
し
て
様
々
な
教

育
活
動
に
取
り
組
む
と
い
う
学
校
の
特
殊
性
を
踏

ま
え
、教
職
員
全
員
の
賃
金
水
準
を
引
き
上
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
、学
習

と
対
話
を
求
め
あ
い
ま
し
ょ
う
。 

          

す
。 

 

北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
査
定
昇
給
制
度
の
目
的
に
「
教
職
員
給
与
の
水
準
の
全
体
的

な
向
上
」
と
、
「
士
気
向
上
」
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
教
育
条
理
の

観
点
で
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
実
際
に
は
「
士
気
向
上
」
で
は
な
く
、
学
校
現
場

に
混
乱
を
持
た
せ
る
非
教
育
的
な
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

 

査定昇給Ｑ＆Ａ 
 

査定される対象は？ 
ボーナスの査定昇給は、「役職段階別

加算」が支給されていない、初任層職員

は査定の対象にはなっていません。一方

で、今回導入される月例給の査定昇給

では初任層職員も対象になります。 

対象にならない教職員…最高号俸（教

諭は２－１４９）に達している者、再任用職

員。期限付は査定はされるがＣ区分にし

かならない。 

 

どんな内容を査定されるの？ 
現在、ボーナスの査定昇給の評定項

目は、「業務」「意欲・姿勢」について行わ

れています。月例給の査定昇給では、こ

れに加えて「能力」についても行われま

す。 

 

Ａ・Ｂ区分の 

分布率（適用人員）ってどうなるの？ 
初任層職員は、Ａ・Ｂ合わせて２０％（Ａ

は５％）、初任層以外はＡは５％、Ｂは２０％ 

 

Ｄ・Ｅ区分って 

どんな場合に適用されるの？ 
懲戒処分・訓告等、勤務成績不良等の

場合に適用されます。 
 

 

制度の疑問など 
お寄せください。 

宗谷情報を読んで
の感想や、制度へ
の質問など、お寄
せください。 


